
平成29年度事務事業評価における「２次評価」結果一覧

担当部局の個別評価でＣ評点がある事業

No. 事務事業名 課名 ２次評価結果 ２次評価主なコメント

1 広報板等管理事務事業 秘書課 縮小・統合 縮小・統合

●広報板の必要性を整理するとともに、照明設備については、街路

灯や防犯灯の設置状況を踏まえ、見直しをかけて削減していくべき

と考える。

2 行政評価関連事務事業 行財政改革推進課 改善して継続 改善して継続

●効率よくＰＤＣＡサイクルが機能するよう常に工夫すること。

●次期予算査定などにつながるよう、評価結果をしっかりと反映さ

せること。

●毎年、実績等の成果を示すべきと考える。

3
公共施設等総合管理計画
推進事業

管財用地課 現状維持 改善して継続
●平成28年３月に公共施設総合管理計画が策定されたことを踏ま

え、早急にアクションプランを策定すべきと考える。

4 市有地売却事業 管財用地課 現状維持 改善して継続

●市有地の売却収入は、市の大きな財源となるため、市有地処分先

進事例を研究するほか、周知方法や売却方法、売却価格の妥当性も

含め改善し、成果向上に向けた取組みを進められたい。

5
地域福祉関連団体助成事
業

福祉総務課 改善して継続 改善して継続
●より有効に助成金が活用されるよう、交付対象、交付決定基準、

助成額など、要綱の規定を精査されたい。

6 障害児タイムケア事業 福祉支援課 縮小・統合 縮小・統合
●同様の目的で実施している放課後等デイサービスへのスムーズな

移行を前提に、利用者の実情に応じた対応とされたい。

7 検診費用助成事業 健康増進課 現状維持 現状維持
●市独自の健康施策として、現行の検診メニューを維持し、より多

くの方に利用していただけるよう取り組むべきと考える。

8
柏羽藤環境事業組合負担
金事業

環境衛生課 現状維持 改善して継続
●構成３市と事務組合で効率的な運営に向けた検討を行い、改善し

て継続すべきと考える。

9
生ごみ処理機購入助成事
業

環境衛生課 現状維持 休止・廃止

●上位施策「ごみの減量化と再資源化」への貢献度や利用実績を踏

まえると、見直すべきと言わざるを得ない。よって、いったん本事

業は廃止し、市民等への効果的な啓発のあり方を検討するなど、よ

り実効性のある取組みとなるよう転換を図る必要がある。

10
共同浴場管理運営事務事
業

環境衛生課 現状維持 改善して継続
●市営住宅の改修整備が完了するまでは必要な事業であり、経費の

節減をはじめ運営の見直しに努めつつ、適正に維持管理されたい。

担当部局の総合評価が「縮小・統合」であった事業

1 シネマプロジェクト事業 政策推進課 縮小・統合 縮小・統合
●一定の目的が達成されたものと考える。ただし、広域連携や地域

の魅力発信については、別途、今後の展開を考える必要がある。

2 敬老祝品事業 福祉支援課 縮小・統合 縮小・統合

3 敬老祝金事業 福祉支援課 縮小・統合 縮小・統合

4
農業振興関連団体助成事
業

産業振興課 縮小・統合 縮小・統合
●市の農業振興に一定効果はあると考えるが、対象団体や助成額に

ついて、検証すべきと考える。

5 消費者セミナー事業 産業振興課 縮小・統合 改善して継続

●消費者意識を高め、被害の未然防止や拡大を防ぐなど、本事業を

実施する意義は高いが、より多くの市民に参加してもらえるよう、

実施方法を改善されたい。

総合基本計画や財政健全化計画との整合性等から、再評価が必要と認められた事業

1 ハウス等栽培助成事業 産業振興課 改善して継続 改善して継続

●市の農業振興や環境対策に寄与する事業であるが、制度の周知方

法や、処分料と負担割合の調整など、改善して継続すべきと考え

る。

2 金婚祝賀事業 福祉支援課 現状維持 改善して継続

3 敬老会開催事業 福祉支援課 現状維持 改善して継続

4 山添村野外活動施設事業 社会教育課 現状維持 改善して継続

●５月から10月までの借上げ期間６ヶ月中の利用状況を検証し、借

上げ期間の短縮など、事業の見直しを含め改善して継続すべきと考

える。

１次評価結果

●今後の高齢者人口の増加や平均寿命が80歳を超えている現状など

を鑑み、敬老祝品・敬老祝金事業を一括して、縮小・統合に向けて

事業のあり方を検討すべきと考える。

●高齢化社会にあって、社会情勢や市の財政状況などを踏まえ、事

業の実施方法については、改善して継続するのが妥当と考える。



担当部局の総合評価が「拡充・重点化」であった事業

1 移住定住促進事業 政策推進課 拡充・重点化 拡充・重点化
●市の人口減少を抑制するため、平成28年度に策定した移住定住ビ

ジョンに基づき、今後も、重点的に取り組むべきと考える。

2 竹内街道活性化事業 政策推進課 拡充・重点化 拡充・重点化
●日本遺産認定を受け、広域的な連携による取組みを進めるととも

に、本市のブランド力向上に向けて発信していくべきと考える。

3 納税事務事業 税務課 拡充・重点化 拡充・重点化
●市税収入は、市政運営の根幹となる重要な財源である。納税の公

平性、税収入の確保等の観点から推進すべきと考える。

4 内部統制等事務事業 指導監査室 拡充・重点化 現状維持
●本市の事務処理ミス等を防止するために必要な事業であり、今後

も、内部統制の確立に向け取組まれたい。

5 障害者虐待対応事務事業 福祉支援課 拡充・重点化 現状維持
●障害者虐待の早期発見、早期対応及び虐待を未然に防ぐためのア

プローチを、引き続き、継続して実施されたい。

6
妊娠届の受理及び母子健
康手帳の交付事務事業

健康増進課 拡充・重点化 現状維持
●妊娠期、子育て期の支援にかかる基礎的な事業であり、今後も専

門職による全数面接、必要に応じた継続支援を行われたい。

7
在宅医療・介護連携推進
事業

地域包括支援課 拡充・重点化 拡充・重点化

●高齢化が進み、医療と介護の両方を必要とする方が増える中、医

療・介護関係者間の情報共有・連携強化が図れる体制の構築に向け

た取組みを進めるべきと考える。

8 いきいき百歳体操事業 地域包括支援課 拡充・重点化 拡充・重点化

●高齢者が介護状態にならないで、元気に暮らせる環境を提供して

いくことは、健康寿命を延ばし、社会保障経費の削減にも寄与する

ため、今後も推進すべきと考える。

9

介護予防拠点施設管理運
営事務事業（ＬＩＣウェ
ルネスゾーン、はびきの
ウェルネス）

地域包括支援課 拡充・重点化 拡充・重点化

●あらゆる世代にとって、健康づくりや介護予防施策が、今後ます

ます必要となる。

●市として積極的に健康へのアプローチに取り組み、健康寿命を延

ばすための本事業について、今後も、推進すべきと考える。

10
観光ボランティアガイド
育成事務事業

観光課 拡充・重点化 拡充・重点化

●竹内街道の日本遺産認定、百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産国

内推薦候補決定を踏まえ、市の魅力発信、来訪者への対応のために

も、観光ボランティアガイド育成を推進すべきと考える。

11
一般府道郡戸大堀線歩道
整備事業

道路整備推進室 拡充・重点化 拡充・重点化

●恵我ノ荘駅周辺の道路整備については、かねてより、歩行者の安

全や交通の利便性の確保が求められている。

●大阪府と連携し、早期実現を目指して取り組むべきと考える。

12
恵我ノ荘駅前南側広場整
備事業

道路整備推進室 拡充・重点化 拡充・重点化
●恵我ノ荘駅前南側広場整備については、府道郡戸大堀線歩道整備

と合わせて、大阪府と連携し、積極的に推進すべきと考える。

13 橋梁維持補修事業 道路公園課 拡充・重点化 現状維持

●橋梁については、従前から長寿命化計画に基づき進めてきたとこ

ろであり、引き続き、点検・診断、計画の見直しを行いながら、計

画的に進められたい。

14 女性相談事業 人権推進課 拡充・重点化 現状維持

●配偶者からの暴力をはじめ、女性が抱える緊急的な相談、一時保

護支援まで行っている事業であり、増えていくニーズに対して、相

談時間を延長するなど利便性の向上に取り組まれている。今後も、

引き続き、適切かつ効果的な対応に取り組まれたい。

15 非構造部材耐震化事業 教育総務課 拡充・重点化 拡充・重点化

●子ども達が長時間生活する学校等の施設は、その安全性が厳しく

求められるものであり、事業完了に向けて早急に進めるべきと考え

る。

16
普通教室エアコン設置事
業

教育総務課 拡充・重点化 拡充・重点化
●猛暑に対する学習環境整備をしていく必要があり、今後もエアコ

ンの設置を進め、健康と学習意欲の向上に努めるべきと考える。

17 図書館運営事務事業 図書館課 拡充・重点化 現状維持

●まず、具体的な今後の図書館運営のあり方についての精査・検討

を行ったうえで、限られた予算と人員を念頭に、事業に優先順位を

つけて計画的に推進されたい。

18 子ども読書活動推進事業 図書館課 拡充・重点化 現状維持

●特に子どもにとって、読書による知識の習得や感受性の獲得など

重要な役割を果たす事業であり、読書環境の整備等を進めるのは大

切であるが、限られた予算と人員を念頭に、計画的に目標に向けて

取り組まれたい。

19
世界文化遺産登録推進連
絡会議事務事業

世界文化遺産推進室 拡充・重点化 拡充・重点化

●百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録は、喫緊の切実な願いで

あり、国内推薦候補に決定したことを踏まえ、登録に向け、さらに

事業を推進すべきと考える。特に、古市古墳群としての一体感・統

一感を図るため藤井寺市との連携強化が重要である。

20 周知啓発活動事業 世界文化遺産推進室 拡充・重点化 拡充・重点化

●百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産国内推薦候補の決定を受け、

世界遺産登録に向けさらに前進するためにも、百舌鳥・古市古墳群

のＰＲ，周知啓発活動を推進すべきと考える。

21 管路・施設更新事業 水道局工務課 拡充・重点化 現状維持
●市民の生命を守る安心・安全な水道水を安定して供給するために

必要不可欠な事業であり、今後も、計画に基づき取り組まれたい。


